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• DPF上のデータを容易にDLして活用できる仕組みについて検討し、
業務の効率化を図る。

• 業務実施上、利用頻度の高い、水文水質データベース（水水DB）
を簡易にDLするツールを開発する。

1. 目的

• 水水DBからデータをDLするのは観測所の位置などを確認する必
要があり、希望する観測所データの取得には手間を要する。

• 業務で日常的に使用することから、誰でも簡易にDLできること
が望ましい。

• DPFでは、地図上に観測所がプロットされ、図上で選択できるこ
とから効率化が可能。

2. 背景
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① DPFから希望する区域の水位、雨量観測所を選択
② 選択した観測所コードをCSVファイル出力
③ CSVデータファイルに希望する期間を追記
④ アプリ（DPF水水DB2.exe）を実行
⑤ dataout.csvとして時間データが出力される。

3. 作業手順

• pythonで作成したPGをexe化しているため、起動時に数分
間の時間を要します。

• 一度に大量のデータをDLすることは、サーバに負荷がかか
る恐れがあるため、DLは必要なデータに限定してください。

• DPF上には、水文水質データベースの全水位、雨量観測所が
掲載されているわけではないため、ご注意ください。

4. 注意事項
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国交DPF TOPページ

① DPFから希望する区域の水位、雨量観測所を選択

5. 実行の状況
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水文水質データベースを選択
[この条件で高度検索する]をクリック

（ユーザーアカウント、API登録など、必要なし）

① DPFから希望する区域の水位、雨量観測所を選択

5. 実行の状況
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右側の２D地図表示の右端▽をクリックし、範囲選択方法を選択
（矩形、メッシュなど）

① DPFから希望する区域の水位、雨量観測所を選択

5. 実行の状況
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希望する観測所を包含するように範囲を指定（図はメッシュ選択の場合）

① DPFから希望する区域の水位、雨量観測所を選択

5. 実行の状況
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• データダウンロードにより、ダウンロードフォルダにSearchResults.csvが
保存される。

• SearchResults.csvの内容（観測所コード(ID)が得られる）

② 選択した観測所コードをCSVファイル出力

5. 実行の状況
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• 取得希望期間を右端（U,V列）に追加

③ CSVデータファイルに希望する期間を追記

5. 実行の状況
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• SearchResults.csvと同じフォルダにある「DPFssDB2.exe」を実行すると、
抽出した観測所の指定期間の水位または雨量時間データが、
「dataout.csv」というファイル名で出力される。

④ アプリ（DPF水水DB2.exe）の実行
⑤ データの取得

5. 実行の状況
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